
「魚介類等に含まれるメチル水銀

に係る食品健康影響評価（案）」
のポイントについて

平成１７年６月

内閣府食品安全委員会事務局

どのような評価を依頼されたのか

• いつ？ 平成１６年７月２３日
• 誰から誰に？

厚生労働大臣 → 食品安全委員会委員長

• なぜ？
厚生労働省が、魚介類等に含まれるメチル水銀に
係る妊婦等を対象とした摂食に関する注意事項の
見直しについて検討するため。

• どのようなことについて？
（１） メチル水銀の耐容摂取量の設定
（２） 胎児、乳幼児等がハイリスクグループに

含まれるか

UHKOG
スタンプ



どのように評価は進められてきたか

・H16/7/23 厚生労働省より評価依頼（諮問）

・H16/7/29 食品安全委員会、汚染物質専門

調査会に調査審議を求める

・H16/9/14 汚染物質専門調査会で調査審議

～H17/6/8 （専門調査会を6回開催）

・H17/6/23 食品安全委員会、評価結果に対

する意見・情報の募集を決定（7/22まで）

・H17/8/4 食品安全委員会、評価結果を通知

厚生労働省において一部改変

今回のメチル水銀の食品
健康影響評価の意義は？

胎児はメチル水銀のリスクを受けやすいこと

から、妊婦はどれくらいのメチル水銀摂取量

ならば、胎児に影響を及ぼさないかを検討す

ること

厚生労働省において一部改変



何故、胎児はメチル水銀の
影響を受けやすいか？

メチル水銀は胎盤を介して容易に胎児に移

行する

胎児は発達過程にあり、特にメチル水銀の標
的臓器である中枢神経系に影響が及ぶ

乳児、小児はメチル水銀の
影響を受けないか？

乳児：母親が通常の食生活をしていれば母乳

中のメチル水銀は十分低濃度

小児：成人と同様にメチル水銀を排泄



メチル水銀の健康影響評価をする
上での重要な研究

フェロー諸島前向き研究 胎児期のメチル

水銀曝露が、７歳児及び１４歳児の神経生理学、神

経心理学上の検査結果と有意な関連あり

セイシェル小児発達研究 母親のメチル水

銀曝露量と小児の神経、認知、行動への影響なし
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どのようなリスクを問題としているのか？

音を聞いた場合の反応が
１／１，０００秒以下のレベルで
遅れるようになる。

（水俣病のような重篤な健康影響とは
異なる）

例えば

メチル水銀の有害性の評価ポイント

食品中のメチル水銀は消化管から95～100％吸収
され、糞、尿、頭髪、胎児等へ移行する

血液・脳関門を通過し、中枢神経に影響を及ぼすこ
とがある

高濃度曝露による障害は、水俣病やイラクの中毒
事件に見られる

メチル水銀は胎盤を通過することから、発達中の胎
児への影響が懸念され、妊婦が摂取しても胎児に
影響を及ぼさない量（耐容摂取量）について国際機
関において検討されてきた



評価方法

フェロー諸島前向き研究及びセイシェル小児
発達研究である疫学調査研究結果に基づき
行う

ＪＥＣＦＡで用いられた代謝モデル（ワンコン
パートモデル）を用いて耐容摂取量を算出

不確実係数を適用し、安全性を高める

耐容摂取量の算定

曝露の指標は毛髪水銀濃度を用いる

毛髪水銀濃度の１/２５０を血中水銀濃度とする

血中水銀濃度から毎日の摂取量の算出式を使
用

不確実係数を４とする

（算出した摂取量をさらに４で割る）

・毛髪水銀濃度／血中水銀濃度の比の変動

２

・メチル水銀の排泄係数の変動 ２



bwfA
VbCd
××
××=

ｄ ： 毎日の摂取量（μg/kg）

C ： 血液中濃度 ＝ ４４μg/Ｌ
ｂ ： 排泄係数 ＝ ０．０１４ （半減期５０日）

Ｖ ： 血液量 ＝ ０．０９×ｂｗ

Ａ ： 吸収率 ＝ ０．９５

ｆ ： 血液に分布する水銀割合＝０．０５

ｂｗ ： 体重

毎日の摂取量

血中水銀濃度からの毎日の摂取量の算出式

厚生労働省において一部改変

耐容摂取量

①１日耐容摂取量

０．２９２μg/kg体重/日

②耐容週間摂取量

２．０μg/kg体重/週



フェロー及びセイシェルにおける疫学研究調査結果
（フェローは毛髪水銀濃度10ppm、セイシェルは毛髪水

銀濃度12ppm（最高曝露群の最低値））
4.0 

2.0
(妊婦又は妊娠の可能性の

ある方）

食品健康影響評
価案

4

フェロー及びセイシェルにおける疫学研究調査結果
（フェローは毛髪水銀濃度12ppm（臍帯血水銀濃度

56ppbを換算)、セイシェルは毛髪水銀濃度15.3ppm（最
高曝露群の平均値））

6.4 1.6 
第61回 ＪＥＣＦＡ

(2003)
3

水俣病患者等の研究調査結果
（水俣病最小発症者の毛髪水銀濃度50ppm）

103.3
第16回 ＪＥＣＦＡ

(1972)
2

水俣病患者等の研究調査結果
（水俣病最小発症者の毛髪水銀濃度50ppm）

10
3.4

(0.17mg/人/週）☆
厚生労働省

(1973)
1

根拠
不確
実係
数

耐容1週間摂取量
ＴＷＩ（μｇ／ｋｇ体重／週）

評価実施機関
（評価実施年）

メチル水銀に関する国内外のリスク評価（１）

（注）ＪＥＣＦＡ FAO/WHO合同食品添加物専門家会議
3.4（0.17mg/人/週）☆ 0.17mg/人/週が基準として設定されている。体重５０ｋｇで計算すると

3.4（μｇ／ｋｇ体重／週）

フェローにおける疫学研究調査結果
（臍帯血水銀濃度56ppb)

10.0 0.7 ＥＰＡ（2001）
５

フェロー及びセイシェルにおける疫学研究調査結果
（６１回JECFA評価支持）

（一般集団の保護）
３．３

（胎児の保護）
１．６

FSANZ (2004)８

フェロー及びセイシェルにおける疫学研究調査結果
（６１回JECFA評価支持）

（非発達毒性以外の保護）
３．３

（胎児の神経発達の影響の保護）
１．６

COT(2004)７

セイシェルにおける疫学研究調査結果
（毛髪水銀濃度15.3ppm）

4.5 2.0 ATSDR(1999)６

根拠
不確
実係
数

耐容1週間摂取量
ＴＷＩ（μｇ／ｋｇ体重／週）

評価実施機関

（評価実施年）

メチル水銀に関する国内外のリスク評価（２）

（注） EPA 米国環境保護庁
ATSDR 米国健康福祉省/有害物質・疾病登録省
COT 英国／Committee on toxicity of Chemicals in Food Consumer Products and the Environment
FSANZ ｵｰｽﾄﾗﾘｱ・ニュージーランド食品基準庁



血中濃度から一日摂取量に換算すると
きに排出係数の変動幅が約２倍

2個体差として√10=3.23.2
血中濃度から一日摂取量に換算
するときの変動幅の係数（Ｆ）

同左同左
毛髪水銀濃度から血中水銀濃度に
換算する時に約２倍の変動幅がある

2
毛髪水銀濃度から血中水銀濃度
に換算するときの変動幅の係数
（Ｅ)

11
ppm

14
ppm

平均値（H)＝(（A)+(B))/2

最高水銀曝露群の毛髪水銀濃度の最
低値

12
ppm

最高水銀曝露群の毛髪水銀濃度の
平均値

15.3
ｐpm

セイシェル小児発達研究から得ら
れた毛髪水銀濃度（B)

影響のなかった最も高い毛髪水銀濃度
を採用

10
ppm

影響のなかった最も高い臍帯血水銀
濃度56ppbから換算

12
ppm

フェロー諸島前向き研究から得ら
れた毛髪水銀濃度（A)

変数

耐容週間摂取量=（ｄ×7）/（（Ｅ）×（Ｆ））=（ｄ×7）/（２
×２）＝ ２．０

耐容週間摂取量=（ｄ×7）/（（Ｅ）×（Ｆ））=（ｄ×7）/
（２×3.2）＝１．６

耐容週間摂取量

同左
ｄ＝（（H/250）×0.014×0.09×65）／
（0.95×0.05×65）

毛髪水銀濃度から一日摂取量の
算出

算出
式

同左
フェロー諸島前向き研究とセイシェル小児発
達研究の曝露指標を根拠に算出

基本
的考
え方

食品健康影響評価案第６１回JECFAの評価

メチル水銀のJECFAの評価と食品健康影響評価案の相違

結 論

①ハイリスクグループ

胎児

②耐容週間摂取量

２．０μg/kg体重/週

耐容摂取量の対象者

妊娠している方もしくは妊娠している可能

性のある方



魚介類等に含まれるメチル水銀に関する食品健康影響評価についての Q&A 

内閣府食品安全委員会ホームページより抜粋 
 

Ｑ1．

 

なぜ、今「食品健康影響評価」が必要なのでしょうか。 
  

Ａ． 平成 16 年 7 月 23 日、厚生労働省より食品安全委員会委員長あてに、魚介類等に含まれるメチル水銀に係る食品健康

影響評価の依頼があったことから、食品健康影響評価の検討が行われました。厚生労働省が諮問を行った理由は、

JECFA が平成 15 年 6 月中旬に胎児や乳児がより大きなリスクを受けるのではないかという懸念からメチル水銀の再評価

を実施したこと、また、欧米諸国においても、妊婦等を対象とした摂食の注意事項が公表されたことから、厚生労働省が平

成 15 年 6 月 3 日に発表した「水銀を含有する魚介類等の摂取に関する注意事項」を見直すためと聞いています。 
  

Ｑ2．「耐容摂取量」の根拠となるデータは、主としてフェロー諸島及びセイシェル共和国での相反する研究結果と聞いております

が、食品のリスクは、人種、年齢、食習慣等の要件によって大きく異なると考えられますので、日本人にとっての「食品健康

影響評価」を行うためには、我が国における独自のデータ等に基づく科学的知見が採用されるべきではないのですか。 
  

Ａ． メチル水銀は化学物質なので、食品の種類を問わず、食品に含まれる量が問題となりますが、一方で、日本人の魚を食

べる食習慣・食文化を踏まえた日本人集団における独自の調査に基づいた食品健康影響評価を行うことが望ましいと考え

ております。 
 しかしながら、そのような研究は成果を出すのに少なくとも 10 年はかかり、予算もつきにくいといった事情があるため、現

時点で得られている知見として、フェロー諸島あるいはセイシェル共和国で実施された疫学調査に基づいて評価が行われ

ました。両研究は、国際的評価機関である JECFA 等の評価の根拠として採用されている知見であり、また、民族的な違い、

文化的背景や自然環境が大きく異なっているにもかかわらず、安全を見越した毛髪水銀濃度と判断した数値が近いもので

ありました。 
 今後、日本における疫学研究結果が発表されれば、再評価が検討されるものと考えます。 

  
Ｑ3．ハイリスクグループにかかるメチル水銀の耐容週間摂取量について、2003 年に JECFA が 1.6μg/kg 体重/週の評価を行

っていますが、今回の「食品健康影響評価」で食品安全委員会が算出した 2.0μg/kg 体重/週との違いについて教えてくださ

い。 
  

Ａ． 当委員会は、JECFA と同様に、フェロー諸島とセイシェル共和国における研究を基に評価していますが、安全を見越した

毛髪水銀濃度と判断した数値及び不確実係数の取り方の違いによって、JECFA とは異なる耐容週間摂取量を設定してい

ます。 
 不確実係数については、通常、動物実験データを用いて人への毒性を推定する場合、動物と人との種差として「１０倍」、さ

らに人と人との個体差として「１０倍」、全体として「１０×１０＝１００」を用いる場合が多いのですが、今回の評価では、使用す

るデータが動物実験ではなく、人のデータであることなどから、以下の通りとしています。 
 毛髪水銀濃度と血中水銀濃度の比について、調査データの変動幅から、その幅を２とし（ＪＥＣＦＡと同じ）、またメチル水銀

が排泄される時の代謝の変動データから、その変動幅を２（ＪＥＣＦＡは３．２）としました。その結果、不確実係数は、４を採

用しています。 
 これは、JECFA が耐容週間摂取量の評価を行った際、不確実係数の数値を小さくする余地が残っていると指摘している

ことを考慮して検討を行ったものです。 
 以上の点から、JECFA の耐容週間摂取量（1.6μg/kg 体重/週）とは異なる数値として 2.0μg/kg 体重/週を算出しました。

  
Ｑ4．なぜ乳児・小児をハイリスクグループとしなかったのですか。 

  
Ａ． 評価書において、ハイリスクグループとは、感受性が高く曝露も最も高い集団のこととし、胎児が該当するとしました。 

 乳児については、母親の血液中のメチル水銀が母乳にほとんど移行しないこと、ミルク等からの摂取もないことが確認さ

れていることから、ハイリスクグループとはしませんでした。 
 また、小児については、メチル水銀を対外に出す排泄機能も成人と同様に働くこと、セイシェル小児発達研究において、子

供の神経系の発達にメチル水銀に関連する有害影響が証明されなかったこと等から、ハイリスクグループとはしませんでし

た。 

  
 

（参 考）



Ｑ5．魚介類に含まれている成分あるいは物質は、耐容摂取量の設定にも大きく影響すると思われます。耐容摂取量の算出の

際に、この点を考慮されたのでしょうか。 
  

Ａ． 栄養素を含めた食品中の他の成分の交絡作用にかかる知見は少なく、この点にかかる評価を行うことができませんでし

た。PCB 等の神経系への影響を与えうる食品中の汚染物質とその複合曝露に伴う影響に関して、知見が集積した時点で

再評価が検討されるものと考えます。 
  

Ｑ6．毛髪水銀濃度を使って摂取量を推定していますが、これは妥当なのでしょうか。 
  

Ａ． 血中のメチル水銀はほぼ一定の割合で毛髪中に排泄されるため、毛髪中の水銀濃度を測ることにより、血中のメチル水

銀の濃度を推定することが出来ます。このため、国際評価機関においても毛髪水銀濃度が曝露指標として有効であると認

められているところです。 
  

Ｑ7．胎児期におけるメチル水銀の低濃度曝露が中枢神経に影響するとのことですが、具体的にどのような影響があるのです

か。 
  

Ａ． 胎児への影響は、例えば、７歳児になった時、音を聞いてから耳から脳幹へ伝わる神経の反応が 1/1000 秒以下のレベル

で遅れるといったもので、日常生活に大きな影響を与えるものではありません。 
  
Ｑ7-2．Ｑ7 の他にどのような例がありますか。 

  
Ａ． 胎児期に低濃度のメチル水銀の曝露を受けた７歳児において、臍帯血水銀濃度の増加に伴って、＊運動機能、注意、視

覚空間、言語、言語記憶の各テストの得点が相対評価４段階のうち下位の子供の割合が若干増加したとの報告がありま

す。しかし、これらのテストの参加者は成績が下位であっても健康上問題はなかったとも報告されています。 
  

＊上記のテストは、神経発達に低濃度の胎児期のメチル水銀曝露の影響があるかをみるために用いられました。内容は以

下のとおり。 
 

運動機能 ：微細運動に関する検査。限られた時間内に可能な限り早くボタンを押す。 
    

 注  意 ：注意力に関する能力をみる検査。連続的に幾つかの動物の絵がモニター画面に提示される中、特定の動

物の絵が現れた時に素早くボタンを押す。 
    

 視覚空間 ：視覚運動の能力をみる検査。示された幾つかの幾何学図形を描写した後、提示された図形を思い出しな

がら描く。 
    
 言  語 ：言語能力に関する検査。様々な絵が描かれたカードが提示され、その絵の名前を答える。 
    

 言語記憶 ：記憶と学習能力に関する検査。12 個の単語からなるリストを復唱し、５回繰り返す。その 20 分後に再度

復唱する。   
  

Ｑ8．「妊娠している可能性のある方」とは、具体的にどのような方を指すのですか。 
  

Ａ． 「妊娠可能な女性すべて」という意味ではなく、「妊娠したかな、と思われる女性」という意味と考えてください。妊娠がわか

るのはふつう妊娠 2 ヶ月以降です。胎児に多くの栄養分を運ぶために胎盤組織に大量の血液が流れるようになるのは、胎

盤が完成する妊娠４ヶ月以降ですから、妊娠に気がついてから食生活に気をつければ、メチル水銀は体外に排泄されてい

くので、心配する必要はありません。 
  

Ｑ9．「どんな魚を、週にどのくらいまでなら食べても安全」というような、消費者にわかりやすい説明はできないのですか。 
  

Ａ． 今回の評価結果は、あくまでメチル水銀そのものについての科学的なリスクであり、個々の魚介類が含有するメチル水銀

量等を評価したものではありません。「どんな魚を、どれくらい」といった食生活の指針や施策は、今回の評価を受けて、あら

ためてリスク管理機関（厚生労働省、農林水産省等）で検討されることになります。 
  
 なお、水銀を含有する魚介類等の摂食に関する注意事項の見直しの検討については、厚生労働省のホームページに詳しく説明

されていますので、そちらもご参照ください。 
（http://www.mhlw.go.jp/topics/bukyoku/iyaku/syoku-anzen/suigin/040817-2.html） 



■フェロー諸島前向き研究、セイシェル小児発達研究 
 フェロー諸島前向き研究：メチル水銀の主要な疫学研究のひとつ。 

 フェロー諸島は、北大西洋のノルウェーとアイスランドのほぼ真中、デンマーク自治領。人口 47,000 人。国際捕鯨委

員会から捕鯨が認められており、長年ゴンドウクジラを食している。 人種はヨーロッパ系。 
 １９８６年３月１日～１９８７年１２月３１日の間にこの地域で出生した子供と母親 1,023 組をコホート（調査集団）として

登録し、７歳及び１４歳時に神経行動発達検査が行われた。胎児期の水銀曝露といくつかの神経行動学、神経心理学

上の評価項目において、統計的に有意な関連が見られた。 
 「前向き研究」とは、多数の健康人の集団を対象に、疾病の原因となる可能性のある要因を調査し、その後その集団

を追跡調査して、疾病にかかる者を確認し、最初に調査した要因との因果関係を分析する研究手法。 

 セイシェル小児発達研究：メチル水銀の主要な疫学研究のひとつ。 

  セイシェル共和国は、西インド洋沖、マダガスカル島の北西に位置する。人口８万人。観光業と漁業が主要産業であ

り、食事は魚、果物、野菜、輸入米が中心。人種はヨーロッパ人とアフリカ人の混血（クレオール）が多数であるが、中

国系、インド系住人も多く、人種的背景は複雑。 
 １９８９年～１９９０年の１年間にこの地域で出生した子供と母親 779 組をコホート（調査集団）とし、6.5、１９、２９、６６

ヶ月、及び９歳時に神経発達検査が行われた。いずれも、小児の神経、認知、行動への水銀曝露の影響は見出され

なかった。 
 

■JECFA 
 Ｊｏｉｎｔ ＦＡＯ／ＷＨＯ Ｅｘｐｅｒｔ Ｃｏｍｍｉｔｔｅｅ ｏｎ Ｆｏｏｄ Ａｄｄｉｔｉｖｅｓ 
 ＦＡＯ（国際連合食糧農業機関）とＷＨＯ（世界保健機構）が合同で運営する専門家の会合として、１９５６年から活動開始。ＦＡ

Ｏ、ＷＨＯ、それらの加盟国およびコーデックス委員会に対する科学的な助言機関として、添加物、汚染物質、動物用医薬品な

どの安全性評価を行う。通常年２回開催（添加物汚染物質で１回、動物用医薬品で１回）。 
 食品安全委員会「食品の安全性に関する用語集」より

■耐容週間摂取量   TWI:Tolerable Weekly Intake 
 耐容摂取量は、意図的に使用されていないにもかかわらず、食品中に存在したり、食品を汚染する物質（重金属、かび毒な

ど）に設定される。 
 耐容週間摂取量は、食品の消費に伴い摂取される汚染物質に対して人が許容できる一週間当たりの摂取量であり、「耐容一

日摂取量（TDI:Tolerable Daily Intake）」は一日当たりの摂取量である。 
 食品安全委員会「食品の安全性に関する用語集」より

■生物学的半減期 
 体内蓄積量（人の体内に残留する成分量）が半分になるまでに要する期間。 
 人体内のメチル水銀は、生物学的半減期が７０日と考えられており、いつまでも体内に留まることはない。 

 食品安全委員会季刊誌「食品安全 2005 vol.4」より

■不確実係数   UF:Uncertainty Factor 
 安全係数と同義。 
 安全係数とは、ある物質について、人への一日摂取許容量（ＡＤＩ）を設定する際に、通例、動物における無毒性量（ＮＯＡＥＬ）

に対して、更に安全性を考慮するために用いる係数。 
 食品安全委員会「食品の安全性に関する用語集」より抜粋

■ベンチマークドーズ   BMD:Benchmark Dose 
 量ー反応関係を表す関数において、対象集団の異常率(カットオフ値）が、曝露量の増加に伴って増えていく。この異常増加

分を BMR（Benchmark Dose Response）と決め、カットオフ値＋BMR になった時の値を BMD とする考え方。この考え方は、

生物学的な変動と統計的な不確実性の両面を考慮しているといえる。 
 汚染物質専門調査会第６回会合 村田勝敬（秋田大学教授）参考人 発表より

■交絡 
 交絡とは、曝露要因と疾病の実際の関連性が、第三の要因の影響を受ける現象をいう。 
 

■食品健康影響評価 
 リスク評価。リスク評価とは、食品中に含まれるハザード（危害要因）を摂取することによって、どのくらいの確率でどの程度の

健康への悪影響が起きるかを科学的に評価すること。 
 食品安全委員会「食品の安全性に関する用語集」より
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